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校章のいわれ 
 

 子どもたちの豊かな自己実現を願い、外側の三枚の葉は黒松内町のシンボルツ  

リー“ブナ”の葉を配し、それぞれの葉に本校の教育目標に示す三つの子ども像を求

め、併せてその成長を見守る『学校・教師』、『学園・保護者』、『地域・住民』の三者の

願いを表現している。また、その内側の円は、子どもたちを包む人々の穏和な「愛の

輪」を表現し、更に内側の三角にかたどられた“養”の文字は校舎の前面に見える東

山と本校の特徴である西欧風の三角屋根を表現し、これに豊かな自然と温かい人々

の心に支えられ、大地をしっかりと踏みしめ、将来の社会参加・自立に向かってたくま

しく育つ分校の子どもたちの姿を象徴したものである。 

   (平成６年度制定 北海道余市養護学校しりべし学園分校職員一同) 



沿　 　 革 

○北海道星置養護学校しりべし学園分校 

昭和５４年　４月　１日 北海道星置養護学校しりべし学園分校設置認可　精神薄弱児施設しりべし学園の一部を

 借り受け開校小学部３学級、中学部２学級、計５学級認可 
 初代校長　美濃又　重　道　発令　教職員１４名発令 
昭和５４年　４月１２日 第１回入学式 
昭和５４年　５月２５日 分校開校式挙行 
昭和５５年　３月２２日 小学部・中学部第１回卒業式(小学部６名、中学部１名卒業) 
昭和５６年　３月２４日 文集『雪の子』第１号発刊(以後継続) 
昭和５７年　３月１５日 国際障害者年記念誌発刊 
昭和５７年１２月１５日 教育実践交流会開催(以後継続) 
昭和６０年　３月３１日 「教育課程」発行 
昭和６１年　７月２６日 新校舎落成式挙行 
昭和６２年　９月１１日 全道養護学校体育大会参加(以後　継続) 
昭和６３年１１月１３日 開校１０周年記念式典

○北海道余市養護学校しりべし学園分校 
平成　３年　４月　１日 北海道教育委員会規則第１０号１２条により、北海道余市養護学校しりべし学園分校と

 名称を変更する 
 初代校長　市　澤　　豊発令 
平成　３年　４月　８日 小学部３学級、中学部２学級、計５学級認可　職員数１６名 
 北海道余市養護学校しりべし学園分校第１回入学式(新入生小学部１名、中学部１名) 
平成　４年　２月２６日 後志管内教育研究実践論文表彰(共同研究)受賞 
平成　４年　３月２４日 第１回卒業式(小学部２名、中学部１名卒業) 
平成　６年　７月１２日 校舎新築工事着工 
平成　６年１１月　１日 分校校章制定 
平成　６年１１月２８日 実践交流会開催 
平成　７年　３月１６日 校舎新築工事完成 
平成　７年　６月２０日 校舎新築第２期工事(外構、体育館、教員住宅「１棟２戸」、プール)着工 
平成　７年１１月３０日 校舎新築第２期工事(体育館、教員住宅)完成 
平成　７年１２月　３日 校舎新築落成記念式典挙行分校校歌制定 
平成　８月　２月　８日 校舎新築第２期工事(外構、プール)完成 
平成１０年　４月　１日 通知表「二期制」実施 
平成１０年１２月１８日 「開校２０周年記念誌」発刊 
平成１２年　４月　１日 高等部開設 
平成１２年　４月　１日 北海道立特殊教育センター事業「盲学校聾学校及び養護学校と特殊学級との連携に関す

 る研究協力校指定 
平成１２年１１月２３日 全道花いっぱいコンクールで奨励賞受賞 
平成１５年１２月１７日 北海道公立学校教育課程実践研究成果報告集に全文掲載 
平成２０年１２月１２日 「開校３０周年記念誌」発刊 
平成２１年　７月２８日 平成２１年度第３１回北海道特別支援教育研究協議会道央地区大会開催 
平成２４年　３月１１日 小学部第２０回、中学部第２１回、高等部第１０回卒業証書授与式 
 （卒業生　小学部３名、中学部３名、高等部６名） 
平成２５年　４月１０日 平成２５年度入学式【入学生に後援会より「コサージュ」贈呈】 
 （入学生　中学部３名、高等部４名） 
平成２５年１１月　１日 平成２５年度日本教育公務員弘済会教育研究論文学校研究の部　準特選受賞 
平成２６年　３月　８日 小学部第２１回、中学部第２２回、高等部第１１回卒業証書授与式 
 （卒業生　小学部１名、中学部３名、高等部２名） 
平成２６年　４月　８日 平成２６年度入学式【入学生に後援会より「コサージュ」贈呈】 
 （入学生　中学部１名、高等部４名） 
平成２７年　３月　７日 中学部第２３回、高等部第１２回卒業証書授与式 
 （卒業生　中学部６名、高等部４名） 
平成２７年　４月　８日 平成２７年度入学式【入学生に後援会より「コサージュ」贈呈】 
 （入学生　中学部２名、高等部６名） 
平成２８年　３月１２日 小学部第２３回、中学部第２５回、高等部第１４回卒業証書授与式 
 （卒業生　小学部１名、中学部３名、高等部５名） 



平成２８年　４月　７日 平成２８年度入学式【入学生に後援会より「コサージュ」贈呈】 
 （入学生　中学部１名、高等部３名） 
平成２８年１１月　１日 平成２８年度日本教育公務員弘済会教育研究論文学校研究の部 
 準特選受賞 
平成２９年　３月１１日 小学部第２４回、中学部第２６回、高等部第１５回卒業証書授与式 
 （卒業生　小学部１名、中学部３名、高等部４名） 
平成２９年　４月　７日 平成２９年度入学式【入学生に後援会より「コサージュ」贈呈】 
 （入学生　小学部１名、中学部１名、高等部３名） 
平成３０年　３月１０日 小学部第２５回、中学部第２７回、高等部第１６回卒業証書授与式 
 （卒業生　小学部１名、中学部４名、高等部６名） 
平成３０年　４月　６日 平成３０年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 
 （入学生　小学部１名、中学部１名、高等部８名） 
平成３０年１２月１４日 「開校４０周年記念誌」発刊 
平成３１年　３月　９日 小学部第２６回、中学部第２８回、高等部第１７回卒業証書授与式 
 （卒業生　小学部２名、中学部２名、高等部４名） 
平成３１年　４月　５日 平成３１年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 
 （入学生　中学部３名、高等部１名） 
令和 ２年 ３月１４日 中学部第２９回、高等部第１８回卒業証書授与式 
 （卒業生　中学部２名、高等部３名）＊新型コロナウイルスの影響により高等部のみ挙行 
令和  ２年  ４月　７日 令和２年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 
 （入学生　高等部４名） 
令和 ３年 ３月１３日 小学部第２７回、中学部第３０回、高等部第１９回卒業証書授与式 
 （卒業生　小学部３名、中学部３名、高等部８名） 
令和  ３年  ４月　７日 令和３年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 
 （入学生　中学部３名、高等部３名） 
令和　４年　３月１２日 中学部第３１回卒業証書授与式 
 （卒業生　中学部３名） 

令和　４年　４月　７日 令和４年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 

 （入学生　高等部２名） 

令和　５年　３月１１日 小学部第２８回、中学部第３２回、高等部第２０回卒業証書授与式 

 （卒業生　高等部４名、中学部１名　小学部２名） 

令和　５年　４月　７日 令和５年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 

（入学生　小学部２名、中学部２名、高等部２名）

　令和　６年　３月　９日   小学部第２９回、中学部第３３回、高等部第２１回卒業証書授与式 

　　　　　　　　　　　　 （卒業生　高等部４名、中学部３名　小学部１名） 

　令和　６年　４月　８日   令和６年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 

                        （入学生　中学部２名、高等部２名） 

　令和　７年　３月　８日   小学部第３０回、中学部第３４回、高等部第２２回卒業証書授与式 

　　　　　　　　　　　　 （卒業生　高等部２名、中学部１名　小学部３名） 

　令和　７年　４月　８日   令和７年度入学式【黒松内町商工会女性会より記念品の贈呈】 

                        （入学生　中学部３名、高等部１名） 

　令和　８年　３月１３日   中学部第３５回、高等部第２３回卒業証書授与式 

　　　　　　　　　　　　 （卒業生　高等部２名、中学部４名） 

歴　 代　 校　 長 

　北海道星置養護学校しりべし学園分校 ５代　 高　橋　　　裕 (H14.4.1~ H17.3.31) 

初代　 美濃又　重　道 (S54.4.1~ S57.3.31退職) ６代　 武　田　　　孝 (H17.4.1~ H20.3.31退職) 

２代　 石　川　敏　郎 (S57.4.1~ S61.3.31退職) ７代　 山　本　浩　司 (H20.4.1~ H23.3.31) 

３代　 花　輪　　　稔 (S61.4.1~ S63.3.31退職) ８代　 磯　貝　隆　之 (H23.4.1~ H26.3.31) 

４代　 岡　田　信　一 (S63.4.1~ H 3.3.31退職) ９代　 髙　橋　由紀子 (H26.4.1~ H29.3.31退職) 

　北海道余市養護学校しりべし学園分校 10代　 久　富　正　規 (H29.4.1~ R 2.3.31) 
初代　 市　澤　　　豊 (H 3.4.1~ H 6.3.31) 11代　 □　山　しのぶ (R 2.4.1~ R 5.3.31退職) 

２代　 佐　藤　貞　年 (H 6.4.1~ H 8.3.31退職) 12代　 柏　木　拓　也 (R 5.4.1~ R 6.3.31) 
３代　 松　本　忠　孝 (H 8.4.1~ H11.3.31退職) 13代　 宮　岸　尚　平 (R 6.4.1~ R 8.3.31) 
４代　 武　石　詔　吾 (H11.4.1~ H14.3.31) 14代   吉　野　隆　宏 (R 8.4.1~)
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(3)高等部卒業後の進路状況
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校長 副校長 教頭 事務長 教諭 養護教諭事務職員
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1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

遊びの指導

日常生活の指導 280 280
210
(210)

210 175 175 175

生活単元学習 175 175
140
(140)

140 140 140 140

作業学習
140
(140)

140 210 210 210

体力つくり
70
(0)

70 105 105 105

小計 455 455
560
(490)

560 630 630 630

国      語 105 105
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(105)

105 105 105 105

算数／数学 70 70
70
(70)

70 70 70 70

音　　　楽 70 70
70
(70)

70 35 35 35

図画工作／美術 70 70
70
(70)

70 35 35 35

体育／保健体育 70 70
70
(70)

70 70 70 70

小計 385 385
385
(385)

385 315 315 315

特別の教科　道徳

特別活動 35 35
35
(35)

35 35 35 35

自立活動 140 140
35

(105)
35 35 35 35

小計 175 175
70

(140)
70 70 70 70

70
(70)

70 35 35 35

1015 1015
1085
(1085)

1085 1050 1050 1050

各 学 部 の 学 習

地域の人々とのふれあいや学習の発表などを通して、経験を広げ、社会性を培います

教育課程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　　）は重複学級

総合的な学習(探究)の時間

合計

小学部 中学部 高等部

教
科
別
　
領
域
別
の
指
導

学　部

学　年

各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導

学校の教育活動全体を通じて行う 学校の教育活動全体を通じて行う 学校の教育活動全体を通じて行う

※１単位時間：小学部45分　中学部・高等部50分

保健体育 「剣道」交流学習「ＡＬＴ交流」 作業学習「陶芸」

小学部 中学部 高等部



 

 

 

   

                    

 

 

 

 

 

 

  

 

            

 

 

小学部 
重点目標   

主体的に学ぼうとする意欲を大切にし、豊かで健やかな生活 

の基盤となる地域の社会資源を活用しながら、将来の自立と 

社会参加に向けた視点を重視した授業つくり、適切な指導支 

援を行う。 

 小学部第４・５学年（普通学級） 
 時刻 時間 校時 月 火 水 木 金 

 9:00    登  校 

 9:00 

9:10  
10 １校時 日常生活の指導 

 9:10 

9:30 
20 ２校時 自立活動（体力つくり） 

9:30 

9:50 
20 ３校時 日常生活の指導  

  9:50 

10:35 
45 ４校時 国語・算数 

 

 5  休 憩 

10:40 

11:25 
45 ５校時 図画工作 体  育 図画工作 生活単元学習 体  育 

 5  休 憩 

11:30 

12:15 
45 ６校時 音  楽 自立活動 音  楽 生活単元学習 自立活動 

 12:15 

12:50 
35 ７校時 日常生活の指導 

 12:50 

13:20 
30  昼 休 み 

 13:20 

14:05 
45 ８校時 特別活動 生活単元学習 生活単元学習 

日常生活の指導 

13：30下校 
生活単元学習 

    
 

14:05 

14:15 
10 ９校時 

日常生活の指導

14:15下校 

日常生活の指導

14:15下校 

日常生活の指導

14:15下校 
 日常生活の指導

14:15下校 

生活単元学習  

学習の一つとしてブナセンターの方に協

力をいただき、野山の散策などをとおしな

がら黒松内の自然を体験的に学ぶ機会を設

けています。動植物に触れ、子どもたちは

興味や関心を広げ学習をしています。 

体力つくり（自立活動） 
 体の各部位を意識的に動かすストレッ

チやバランスボールを使った運動、体力

増進を目指しての周回走など、子どもた

ちは、登校後に体を動かし、一日の学習

リズムを作っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

中学部 
重点目標 

生徒一人一人の自立や自己実現に向けて必要な技能や

態度を育成するため、キャリア発達の視点をもち、生徒自

ら主体的に学び、表現しようとする意欲を専門性に基づい

て育む教育活動を推進する。 

  

中学部第２・３学年（普通学級／重複学級） 
 時刻 時間 校時 月 火 水 木 金 

  9:00    登 校 

  9:00 

 9:30 
30 １校時 日常生活の指導 

  9:30 

 9:50 
20 ２校時 体力つくり／自立活動 

 9:50 

10:40 
50 ３校時   国 語 数 学 国 語 数 学 国 語 

 10:40 

11:30 
50 ４校時 生活単元学習 美 術 作業学習 美 術 音 楽 

 11:30 

12:20 
50 ５校時 生活単元学習 保健体育 作業学習 自立活動 保健体育 

 

12:20 

12:40 
20 ６校時 日常生活の指導  

12:40 

12:50 
10 ７校時 特 別 活 動 

 12:50 

13:20 
30  昼 休 み 

 
13:20 

14:10 
50 ８校時 作業学習 音 楽 生活単元学習 生活単元学習 生活単元学習 

 14:10 

15:00 
50 ９校時 作業学習 

日常生活の指導 

14:20 下校 

日常生活の指導 

14:20下校 
生活単元学習 

日常生活の指導 

14:20下校     
 15:00 

15:10 
10 10校時 

日常生活の指導

15:10下校   

日常生活の指導

15:10下校 

 

 

 

 
 生徒が自らの役割を果たし、根気強く

活動を続ける力を育みます。紙を漉いて

作るカレンダーの配布や、フットパスイ

ベントの参加賞を提供、陶芸で制作する

箸置きをお店で利用していただくなど、

地域の方とつながる学習をしています。 

 

 
 観光協会の方々と地域にあるフットパ

スコースを一緒に整備したり、近隣の中

学校や町内在住の国際交流協力員との交

流を行ったりします。その中で、経験を

積み重ね、主体的・協働的に学習する態

度を養っています。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

高等部 
重点目標 

将来の社会生活、職業生活に向けて、生徒一人一人の特

性やキャリア発達を専門的に評価し、生徒自身が安定した

心情や考えを適切な方法で表現するための意欲と態度を

育てる教育活動を積み重ねる。 

  

高等部第１・２・３学年（普通学級） 
 時刻 時間 校時 月 火 水 木 金 

 9:00    登 校 

 9:00 

9:20 
20 １校時 日常生活の指導 

 9:20 

10:10 
50 ２校時 国語・数学 

10:10 

10:40 
30 ３校時 体力つくり 

 10:40 

11:30 
50 ４校時 

作業学習  作業学習 生活単元学習 作業学習 生活単元学習 
 11:30 

12:20 
50 ５校時 

 12:20 

12:40 
20 ６校時 日常生活の指導 

 12:40 

13:20 
40  昼 休 み 

 
13:20 

14:10 
50 ７校時 自立活動 保健体育 音 楽 美 術 保健体育 

 14:10 

15:00 
50 ８校時 生活単元学習 

日常生活の指導 

14:20 下校 

日常生活の指導 

14:20下校 
特別活動 

日常生活の指導 

14:20下校     
 15:00 

15:10 
10 ９校時 

日常生活の指導

15:10下校   

日常生活の指導

15:10下校 

 

 

 

 
 地域の人材や施設、自然を有効活用し、

体験的な学習をとおして、興味･関心を広げ

るとともに、主体的に活動に取り組む力を

育てます。町内の福祉施設訪問や寿都高校

との交流も行います。 

 

 
 将来の社会生活を見据え、作業学習を

とおして、達成感や充実感を味わいなが

ら、自分から作業活動に取り組む力を育

てます。リサイクル・軽作業、園芸・農

業、除雪作業などに取り組んでいます。 



しりべし学園分校の進路について 
１ 進路の進め方 

 しりべし学園分校は、「自宅」から通学している児童生徒と施設から通学してくる「施設利用生」の
児童生徒では進路の対応が異なります。 

（１）通学生の場合 
① 年度始めに、進路希望調査を実施して本人・保護者の希望を把握し、情報を校内で共有する。 
② 進路担当者は、担任・保護者と連携を図りながら進路開拓を行う。 
③ 進路担当者が得た情報は、担任を通じて保護者に伝える。 
④ 必要に応じて保護者・担任・進路担当者を含めた三者懇談を行う。 
⑤ 現場実習などの送迎等は保護者の責任で行う。 
⑥ ①～⑤を経て、本人及び保護者の意思の確認をもって決定とする。  

 進路希望            進路希望          進路開拓 

              情報提供            情報提供          進路に関する懇談実施 

                 情報の共有 

（２）施設利用生（措置）の場合 
① 年度始めに、進路希望調査を実施して保護者及び施設の希望を把握し、情報を校内で共有する。 
② 進路担当者は、しりべし学園・つくし園、保護者、担任と連携を図りながら進路開拓を行う。 
③ 進路担当者が得た情報は、担任としりべし学園、つくし園に伝える。しりべし学園、つくし園は児

童相談所を通して、保護者に情報を提供する。 
④ 必要に応じて、しりべし学園・つくし園、保護者、担任、進路担当者を含めた懇談を行う。 
⑤ 現場実習などの送迎や諸手続き等は保護者の責任で行う。保護者が対応できない場合は、しりべ

し学園、つくし園が代行する。 
⑥ ①～⑤を経て、本人及び保護者の意思並びに施設や児童相談所の確認をもって決定とする。 
注意：しりべし学園、つくし園入所で「措置」利用の場合、児童相談所の了解が必要であり、保護者の

希望だけでは進められないことがあるため、学校独自の判断はせずに、しりべし学園、つくし園
を主として連携を図り進める必要がある。 

（３）施設利用生（契約生）の場合 
① 年度始めに、進路希望調査を実施して保護者及びしりべし学園の希望を把握し、情報を校内で共

有する。 
② 進路担当者は、しりべし学園、保護者、担任と連携を図りながら進路開拓を行う。 
③ 進路担当者が得た情報は、担任としりべし学園に伝える。しりべし学園は児童相談所を通して、保

護者に情報を提供する。 
  ※②③においては、学校と保護者が直接連絡を取り合う場合がある。 
④ 必要に応じて、しりべし学園、保護者、担任、進路担当者を含めた懇談を行う。 
⑤ 現場実習などの送迎や諸手続き等は保護者の責任で行う。保護者が対応できない場合は、しりべ

し学園が代行する。 
⑥ ①～⑤を経て、本人及び保護者の意思並びに施設や児童相談所の確認をもって決定とする。 
注意：しりべし学園の入所で「契約」利用の場合、児童相談所への経過説明等が必要であり、保護者の

希望だけでは進められないことがある。従って進路に関しては、学校独自の判断はせずに、しり
べし学園と連携して進める必要がある。ただ、情報交換や説明等で保護者と直接やり取りする
方がスムーズと思われるケースもある。その際は、その内容を必ずしりべし学園へ伝える。 

 
              【（２）（３）の図式】 

                 情報の共有（契約生のみ）  

              進路希望                進路希望        

  情報提供                情報提供              進路開拓 

                                  情報の共有 
 

 
 
（４）連携について 
  ① しりべし学園、つくし園とは必要に応じて進路懇談を設定する。 
  ② 各施設の進路に関する窓口として、しりべし学園／吉岡主任、つくし園／今村係長とする。 
    また、重要な協議な場面においては、管理職の出席を求める。 

２ 高等部卒後支援 
 進路指導担当を中心に、関係機関、保護者等と連携し、次のように行います。 
① 対象は本校高等部卒業生を原則とする。 
② 高等部卒業生名簿を作成する。高等部卒業生名簿は毎年確認し、適宜更新する。 
③ 学校において「卒業生の集い」を年１回実施する。 
④ 卒業後３年間は、就労先及び生活の場に電話連絡を取り、必要に応じて支援する。 
 

 

保護者 担 任 

保護者 

 

進路担当 

保護者 

 

学校 
進路担当 

⇔ 担任 
児童相談所 

しりべし学園・つくし園 

進路窓口 

保護者 

保護者 
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E-mail：chiikishienbu-kuromatunai@hokkaido-c.ed.jp

TEL：0136-72-3903
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